


 











　円

　円

活動の対象者

活動の場所

事業期間

具体的な
活動内容

代表者名 所在地 関市大平町２−8

電話番号 Ｅメール tharada0501@gmail.com

ＨＰ

今後の取組･
改善事項

　今後も、地域から愛される楽団になれるよう、定期演奏会をはじめ慰問演奏など
のボランティアや、中高生の演奏指導などの次世代育成に努め、地域に貢献できる
活動を続けていきたいと考えております。

団
体
情
報

原田　貴章

9025783928

https://www.facebook.com/sakurawo

事業の効果
及び成果

　団員47名が出演し、約360名の観客を動員しました。アンケートには「素晴らし
い演奏だった」「楽しかった」という声をいただき、市の文化振興とまちのにぎわ
い創出に寄与することができたのではないかと思います。また、募金活動では
52,892円のご支援をいただき、関市に義援金として寄付をしました。

事 業 費 383,125

助成金交付額 50,000

活動の背景にあ
る課題･活動の目

的

 2024年に岐阜県で開催された国民文化祭を盛り上げ、県内の文化振興に貢献したいと考
え、今年度はこれまで以上に演奏活動に力を入れて取り組みました。本補助金でご支援いた
だいた定期演奏会に加え、市内の団体が一堂に会し、吹奏楽演奏や合唱、ダンスを楽しむイ
ベント「あつまれ！せきのおと」を開催しました。また、市主催のアカデミック講座でのコ
ンサート、病院やふれあいサロン、商業施設、地域の敬老会での演奏など、市民の皆さまに
吹奏楽を楽しんでいただく機会を多く設けることができました。さらに、地域の中学生や高
校生への演奏指導や合同コンサートへの出演なども行い、次世代の育成にも貢献できるよう
努めています。今後も地域に愛される楽団になれるようにこうした活動を続けていきたいと
考えていますが、楽団の資金不足は長年の課題です。今回は、定期演奏会の会場使用料とし
て補助金を活用させていただきました。

事
業
概
要

全市民

関市文化会館

令和6年5月19日

　第12回目となる定期演奏を関市文化会館にて開催しました。今回の演奏会のテー
マを「花」とし、「さくらのうた」や「世界に一つだけの花」など、幅広い世代が
楽しめる多様なジャンルの曲を９曲演奏しました。
　また、開演前と終演後のロビーにて、能登半島地震の被災地への募金活動を行い
ました。

市民活動助成金報告書

団 体 名 さくらウインドオーケストラ

事 業 名 さくらウインドオーケストラ第１２回定期演奏会





　円

　円

活動の対象者

活動の場所

事業期間

具体的な
活動内容

代表者名 所在地 岐阜県関市本町６丁目２４

電話番号 Ｅメール info@vousmelan.com

ＨＰ

市民活動助成金報告書

団 体 名 特定非営利活動法人せき・まちづくりNPOぶうめらん

事 業 名 関ジモト大学　2024

事業の効果
及び成果

1と2に参加した人へのアンケートでは、「関市が好き」という項目が5段階評価で
平均4.4を獲得した。事前に実施した同様の調査と比較して1.1ポイント上昇してお
り、今回の取り組みが郷土愛の醸成に寄与したと考えられる。郷土愛が深まること
で、Uターンを希望する人が増えることが予想される。実際に、過去のジモト大学
をきっかけに関市内での就職に繋がったという事例もある。

事 業 費 62,502

助成金交付額 50,000

活動の背景にあ
る課題･活動の目

的

岐阜県関市では、2005年をピークに人口が減少し、生産年齢人口も大幅に減少している。特
に10代・20代の若年層の流出が顕著であり、2040年には人口が約39,676人にまで減少すると
予測されている。また、関市の高校生の多くは地元企業を十分に認知しておらず、Uターンの
理由には「故郷への愛着」や「希望する仕事の存在」が挙げられている。

この課題に対し、高校生が関市の企業・団体・個人の活動を知る機会を増やし、地域課題へ
の探究心を育むことで、郷土愛の醸成や若年層の定着につなげることを目指す。社会課題解
決の最前線にいる人々の想いに触れることで、地域探究活動やキャリア形成の糧とし、関市
の未来を支える人材を育成する。

事
業
概
要

関市内の高校に在学の高校生

せきてらす　多目的ホール　じゆうなひろま、各事業所

    　令和６年 ７月１日　　～　　　　令和６年 ８月３１日

1.　地域・社会課題解決に挑む人たちのパネルディスカッション
日時：8月8日（木）10:30-15:00
場所：せきてらす 多目的ホール じゆうなひろま
参加費：無料
持ち物：なし

登壇者による活動紹介
　1部（午前）
　　・中村 文亮氏（関市地域おこし協力隊 若者支援コーディネーター）
　　・朝倉 勝美氏（せき防災の会 代表）
　　・酒井 理絵氏（せき・ミラクルクリエイターズ 副代表 / むつびと 代表）
　2部（午後）
　　・片桐 妙子氏（NPO法人手をつなぐ女たちの会 理事）
　　・山村 雄太氏（NPO法人セブンシーズ 代表理事）
　　・船木 曜子氏・西野 華容氏（ほらプロ / 2023年度マイプロ全国大会出場）
パネルディスカッション
　・登壇者が地域課題・社会課題解決の現場で直面した困難や成功体験を共有。
　・高校生からの質問をもとに、登壇者が自身の経験や展望を語る。
交流会（昼食・おやつ）
・登壇者と高校生が昼食やおやつを共にしながら、直接意見交換を行う。
・参加者同士のつながりを深める機会を提供。
参加者数：14名

2.　高校生特別版 関の工場参観日
夏休み期間中に高校生が関市内の企業を工場見学できる機会を提供。
参加企業様：５社
場所、日時：各事業所による
参加者数：合計9名

3.　SDGsアーカイブ配信
対面での参加が難しい方やより地元を知りたいという方向けに昨年度の関ジモト大学2023と今年の
「地域・社会課題解決に挑む人たちのパネルディスカッション」をYouTubeにてアーカイブ配信をし
た。
動画の本数：10本
現在の総再生回数：3,227回

今後の取組･
改善事項

今回の対面での参加者は少なかった。その要因として、内容が十分に関心を引くも
のではなかった可能性が考えられる。来年度は、高校生を企画の段階から関わって
もらい、高校生自身が「行きたい」と思えるイベントを共に作り上げ、地域とのつ
ながりをより強化する取り組みを進めていく。

団
体
情
報

浅野　欽一郎

0575-46-8035

https://vousmelan.com/



 







　円　　見込み

　円　　見込み

活動の対象者

活動の場所

事業期間

具体的な
活動内容

代表者名 所在地 　関市大平町１丁目２番地

電話番号 Ｅメール 　kz.endou@sb4.so-net.ne.jp (遠藤)

ＨＰ

市民活動助成金報告書

団 体 名 　関まなび研究会

事 業 名 　ロボットカー教室

事業の効果
及び成果

〇１･２回目の参加者(12人+17人)の声は、
　とても楽しい：２８人　あまり楽しくない：１人
　何度も直して：２１人　直して走らせた：８人　直して走らせなかった：０人
　次回、とても参加したい：２０人　参加したい：８人　参加したくない：１人
・楽しかった。 ・もう１回やってほしい。 ・優しく教えてくれるので楽しかった。
・ロボットカーを走らせるのは難しかったけど、ゴールした時は嬉しかった。
・次回も参加したい。何度も間違えて調整して挑戦してクリア出来て嬉しかった。
〇２・３回目は、定員２０人の応募があり、研究会のメンバーやボランティアのアク
ティブＧメンさんと関わったり、保護者と一緒に考えたりしながら、最後まで何度も
修正して楽しく行うことができた。何度も修正して挑戦できたことで、プログラミン
グ的思考が育まれたと考えている。
〇学校以外の場でもロボットカーを走らせる体験ができ、それを通してプログラミン
グ的思考を育み伸ばす土壌を作ることができた。

事 業 費 60,200

助成金交付額 50,000

活動の背景にあ
る課題･活動の目

的

　今後の学習や将来の仕事で、それを細分化して段取りを考えて取り組み、改善を繰
り返して、よりよい成果をあげるというプログラミング的思考が大切である。
　今の子供たちにとって、それを育みさらに伸ばしていくことが必要である。その為
に、「ロボットカー教室」を開き、学校では不足しがちなプログラミングで試行錯誤
し課題を解決する時間を確保し、「自分で考え動かす」経験を充分にさせたい。
　「ロボットカー教室」では、短時間で基本的な内容を押さえ、目標に向けて自分で
考えたり相談したりして、プログラミングしたロボットカーを走らせたい。この体験
を通して、何度もプログラムを修正しながら目標を達成する楽しさを味わい、それに
よってプログラミングへの興味関心を高めるとともにプログラミング的思考を伸ばし
ていきたい。

事
業
概
要

　関市内の小中学生

　せきてらす｢刃物工房｣・学習情報館｢ギャラリー｣・まなびセンター｢文献資料室｣

  令和 ６ 年 １１ 月 　１ 日　　～　　令和 ７ 年 　３ 月 ３１ 日

第１回「ロボットカー教室」　　令和６年１１月３０日（土）10：30～12：00
　　参加者１４人　欠席１人　　せきてらす「刃物工房」
　・低学年･･･厚紙のコースで長さを予想して、クルマを走らせゴールを目指す
　・高学年･･･大判のコースで長さや角度を測り、クルマを走らせてゴールを目指す
第２回「ロボットカー教室」　　令和７年　１月１１日（土）10：30～12：00
　　参加者１７人　欠席３人　　せきてらす「刃物工房」
　・１･２年･･･マス目の数、向きを調べてクルマを走らせゴールを目指す
　・３年と４･５年初参加･･･長さや角度を測り、クルマを走らせゴールを目指す
　・４･５年･･･黒枠から出ずに走るクルマを黒線に沿って走るクルマに変える
第３回「ロボットカー教室」　　令和７年　２月１５日（土）10：30～12：00
　　参加者２０人（見込み）　　学習情報館「ギャラリー」
　・１･２年･･･クルマを走らせて線を引き、動物たちが逃げ出さないように囲む
　・３・４年初参加・中１･･･長さや角度を測り、クルマを走らせてゴールを目指す
　・３･４･５年･･･線や図形をクルマを走らせて描き、いろいろな模様を創る

今後の取組･
改善事項

　ねらい通りに、何度も何度も工夫してゴールしていた。あきらめずに挑戦し続けら
れ、適度な難しさであった。引き続き内容を工夫し魅力を増して、全員が楽しいと思
える会にしたい。また、さらに広報に努め、より多くの小中学生の参加と、より多く
の小中学校からの参加を目指したい。
　そして、プログラミング的思考を育み伸ばせるように、年間６～８回を目指して、
今後も楽しい「ロボットカー教室」を開催していきたい。

団
体
情
報

　後藤　和男

　090-9177-1000（遠藤和弘）

　なし　  お問い合わせフォーム（https://forms.gle/uCnFHikDMDf2TbPW8)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は 

２０名に！ 

最初に 

少しだけ 

説明 

ボランティアで 

アクティブＧメンさんも参加 

一人で、 

一緒に、 

考えて！ 

熱中! 



　円（予定）

　円

活動の対象者

活動の場所

事業期間

具体的な
活動内容

代表者名 所在地

電話番号 Ｅメール

ＨＰ

市民活動助成金報告書

団 体 名 在日ベトナム学生青年協会岐阜支部(VYSA岐阜)

事 業 名 2025年旧正月「Gifu cũngcó Tết」（ぎふにもテトがある）

事業の効果
及び成果

・参加人数：236 名（うち、日本50 名、ネパール5名、中国3名、ラオス2名、ベト
ナム176 名）
・ベトナムコミュニティーをつなぐ：関市をはじめ、岐阜市、各務原市、大垣市
、美濃市、下呂市等岐阜県内 岐阜県内様々な地域から関市に集まっていただきま
した。
・イベントに参加した日本人・外国籍の方々にも、ベトナムの料理や文化を知って
もらった。
・イベントに参加したベトナム人が和太鼓・獅子舞の演奏に大好評で、日本の文化
に興味を持ってもらった 。
・駐日ベトナム大使館をはじめ、関市の山下市長、北村議員、岐阜県国際交流セン
ター、関市国際交流協会からのご来賓の皆様に参加いただき、関市をはじめ岐阜と
ベトナムの関係、また日越友好関係を一歩深めることができ日越友好関係を一歩深
めることができた。
・日本語能力検定試験を合格したベトナム人に表彰を行い、ベトナム人の若者に日
本語学習を奨励し、日本語学習に対するモチベーションを炊けることがでたた。

事 業 費 437,800

助成金交付額 50,000

活動の背景にあ
る課題･活動の目

的

岐阜県には約1 万人、関市には800 人のベトナム国籍の方が在住している。しか
し、日本人とベトナム人との共生が進んでおらず、下記の課題が認識されている。
①ベトナム人：日本の文化や言語を学ぶ機会の不足
日本人とベトナム人との交流する機会がなく、日本の文化や日本語を学ぶ場が少な
い。そのため、せっかく日本にいるのに、日本での生活を楽しむことができない。
また、日本語が話せないため、自分の要望や気持ちや意見を伝えることができない
といった困難を抱えている。
②日本人：ベトナムの文化を知る機会が少ない
ベトナム人とともに働いているのに、ベトナム文化を理解している人が少ない。そ
れは、ベトナムの文化を紹介する機会が少ないのも１つの原因と考える。そのた
め、ベトナム文化をイベント等でもっと広めたい。

事
業
概
要

岐阜県に住んでいるベトナム人、及びベトナム、または多国籍文化に興味を持つ県民

関市内（西部ふれあいセンター）

 2025 年1 月1 日～ 2025 年2 月9 日

2025年2月9日、西部ふれあいセンターにて「Gifu cũng có Tết」（岐阜にもテトが
ある）を開催しました。駐日ベトナム大使館をはじめとする様々な団体や企業のご
支援をいただき、ベトナム文化と日本文化の交流を目的としたイベントでした。ス
テージパフォーマンスでは、ベトナム文化を代表する伝統的な踊りやアオザイ
ショーのほか、関孫六太鼓保存会様、下組獅子舞保存会様による演奏も行われ、参
加者から大変好評をいただきました。また、ベトナムの旧正月にちなんだ料理も提
供され、フォトブースで旧正月の飾りを紹介、参加者は少しではありますが、ベト
ナム旧正月の雰囲気を楽しむことができました。イベントの最後には、ゲームや抽
選会が行われ、国籍や年齢を問わず、参加者同士のコミュニケーションの場を提供
しました。イベントの準備、計画、練習などは、ベトナム人を中心に進められまし
たが、ネパールや日本国籍の方々にもご協力いただき、まさに多文化共生の輪を広
げるイベントとなりたい。

今後の取組･
改善事項

年に年に一度、旧正月イベントを開催交流場設ける。今後、色々な国籍の方が一緒
に楽しめるスポーツ大会イベン ト（サッカー、バトミントン、料理教室など）も
計画し、関市の多文化共生に貢献する。

団
体
情
報

DOAN Van Anh

080-3967-5753

https://www.facebook.com/vysagifu



 


